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グループホーム「わいわい」の１階

南側に木製デッキができました。冬の

間に地元のボランティアさんと「あっ

たか」の子供達の手で耕された農園ま

で、足腰に自信がない方でもスムース

に近づけるようにというスタッフの発

案が形になりました。じゃがいも、ネ

ギ、レタスなどが植わっています。食

卓に上るまでの成長を楽しみに、散歩

していただければと思います。

あんしん
なっとく

じゅうじつ の生活

●グループホームの運営

●あったかほーむの運営

●余暇利用の支援

●環境保全の活動

お品書き

ＮＰＯの活動報告

●12月14日 あったかほーむ企画会議（第8回）

●12月14日 わいわい運営会議（月１回定例）

●12月18日 余暇活動ワイワイ（第52回）

●12月20日 ホーム運営委員会・第２回理事会

●１月９日 余暇活動ワイワイ（第53回）

●１月12日 おいで家実行委員会

●１月14日 あったかほーむ企画会議（第9回）

●１月16日 デンマーク”街の暮らし”研修(～24日)

●１月23日 あったかほーむ・倶楽部初回イベント(ﾂｱｰ)

●２月12日 余暇活動ワイワイ（第54回）

●２月20日 あったか連続講座inいしべ

●３月５日 みんなおいでやコンサート打合会議

●３月10日 あったか連続講座in八日市

●３月13日 余暇活動ワイワイ（第55回）

●３月16日 ホーム運営会議・第３回理事会

●３月19日 デンマーク報告会

●３月20日 あったかフリーマーケット・農園活動

●３月26日 あったか農園活動・コンサート実行委員会

わいわい日中ボラ。

時間：おまかせ。

月１回でもかまいません。

お話相手、散歩・買い物

などなど。

募集中

お問い合わせ グループホーム「わいわい」内事務局 TEL／FAX 0748-77-5741
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インフォメーション

”みんなおいでやコンサート”が６月１８日（土）午後２時からの予定で、雨山研修館で

開催されます。ソプラノ歌手の山本隆子さんをお招きして、お年寄りから子供達まで、ハン

ディの有無に関係なく誰もが楽しめるコンサートになるよう、当NPOも加わった実行委員会
で企画・準備が進められています。お早めにお申込み下さい。（中学生以上１，０００円）

よかよか“おいで家（や）”

～私にとっての“おいで家”～ 上久保 絵理

私が“おいで家”に通い始めて早２年。今や私の生活の一部となり、毎週の楽しみになって

います。主な活動は、皆したい事をする・・・ただそれだけ。ゲームをしたり、ボールで遊んだ

り、お菓子を食べながら世間話をしたり・・・くつろいでいます。初めは人と接するのが苦手だ

った私も、和やかな雰囲気・冗談を言い合える同世代や年上のスタッフ・いつも素直な子どもた

ち・・・私にとって癒しの空間です。疲れやストレスがあっても、思いきり笑い、本当の自分を

出してスッキリしています。（時にはハイを通り越して壊れますが・・・）利用している子ども

達も、皆それぞれ自分なりに遊んで楽しんでいるようです。もちろん、悪い事をしたり危険が伴

うような場合は、叱るようにしています。でも基本的に、なるべく縛りつけず、やりたい事をや

ってもらっています。私達スタッフも、個性の違う子ども達に悪戦苦闘しながらも毎週新しい発

見があり、日々成長しているように思います。

４月で３年目を迎える“おいで家”、こんな感じでずっと続いていくと思われますが、一つだ

け欲を言えば、「もっと多くの人に来てもらいたい。」スタッフも含め、利用してくれる子ども

達も、毎週決まった顔ぶれというのが現状です。飽きる事がないぐらい楽しんでいる私ですが、

「新しい人と出会い話したい」というのが本音です。

地域の人達に“おいで家”の存在を知ってもらいたいと願っています。

「練炭と命」

我が家に練炭火鉢が入ったのは、昭和３２，３年頃であったろうか。そのほんの少し前鋸くず釜が

登場して大喜びしたのに、さらに便利なこの火鉢によって“煮炊き革命”が起こった。それまでは稲

わらや麦わら、焚き物や木炭を燃料にしていて、そうでなくとも忙しい田舎のおっかさんたちの負担

が減った。

もちろん、おっかさんに代わってできることはやっていた子どもたちにとっても大きな変化であっ

た。飯を炊くのにわらをくべる必要もないし、火吹きをして火鉢の炭をおこす必要もなくなった。

ところが歴史が示すとおり、便利の裏にはやはり落とし穴があった。あちこちで練炭中毒が起こ

り、時には死者が出るようになった。事実私の従姉も、掘り炬燵の中で死にかけてしまった。

それから４５年、練炭火鉢のリバイバルである。車の中や狭い部屋の中で練炭を焚いて、尊い、し

かも若い命が失われていく。成就できない恋の結末でも、理不尽な差別の結果でもなく、ただ何とな

く生きていく意味を見失って、一度のつきあいもないネットの連れ合いと死に行くのである。

憂うべき少子化の結果、国の存亡さえ危うくなってきている中、若い命がいとも簡単に落とされる

のが惜しくてならない。命は我が身、我が親のものだけでなく、広く社会の命であることを、いや何

よりも命そのものの尊厳を分かって欲しい。

核家族化や障碍児・者分離施策の中で育ってきたこんな若者たちがそれまでに、認知（痴呆）症や

障碍がありながらも生き抜いている人たちの、命への挑戦に少しでも触れる機会があったのなら、犠

牲者はもう少し減ったであろうとおもわれる。 まだ始まって４ヶ月でしかないが、小さい子ども

たちがおとしよりや障碍のある人たちとごく自然に過ごしている様子を見ていると、“よかよかおい

で家”や“共生型あったかほーむ：いしべ宿”への期待が一段と膨らんできた。 （み）
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ホーム長 ～ほっこり・にっこり～

『反省点を生かしてのこれから』

この春、わいわいの１階のリビングから身体の不自由な方も畑に行ったり、

自分で気軽に外気浴が出来るようにテラスを造りました。今まで裏側にある芝

生や畑は、お年寄りの目につかず、又行きにくい位置にあるのがネックになっ

ていましたが、これからは、いろんな場所で・いろんな組み合わせで自由に活

動していける♪とワクワクしています。 
わいわいの家も２年４ヶ月経ちました。でもまだまだ、お年寄りの皆さん方

が自分らしい暮らしをされているとは言えません。先ず、自分の事は出来る限

りご自分でして頂いて、ほんのちょこっとでも自信を取り戻され、張りのある

生活をしていただくのが目標です。応援するｹｱﾊﾟｰﾄﾅｰの質が問われるところで

もありますので、それぞれの持ち味を生かしていつの時も、『どうしたらいいの

やろう？？？』と常に考えながら、地道に挑戦的でありたいと思います。 
これから、地元にあるグループホームは、在宅で頑張っておられる方々の為

の気分転換の場であったり・お泊まり先であったりと、幅広く動いてゆくのか

と思います。どんな時にもどんな方にも、わいわいの温もりを伝えて行けるよ

う一日一日頑張って行きたいと思っています。          （宮島） 

あったかほーむ 「いしべ宿」

石部医療センターの斜め向かいに、子どもの一時預かりや、子育てサロン等、

世代間の交流が出来る場所として、あったかほーむ「いしべ宿」がオープンしました

今、４ヶ月が過ぎ、ご利用の方も除々に増えてきています。近所の親子がお弁

当を持ってきて一日中遊んだり、子育てサークルの活動にご利用いただいたり、

クラブ会員が昼ご飯持ち込みで遊びに来てくれたり、月極で障碍のある子供と、

そのお姉さんの利用があったり、隣の子も利用者がいる時は遊びに来てくれたりと

、これから もっともっと ご近所との輪が広がっていけばいいなと思っています。

私も初めは何をしたらいいのか全然分からず、とまどっていましたが、自分で何

がしたいのか、あったかほーむをどんな所にしていくのか、少しずつわかってきたよ

に思います。

あったかほーむに来てくれる人が、ホッと安心できて笑顔で帰ってもらえるような

そんな所にしたいと思います。
コーディネイター

大野 真由美
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［ＮＰＯワイワイあぼしクラブ 関連事業所の住所・連絡先］

●あったかほーむ いしべ宿（しゅく）

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東七丁目５番９号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－６７２３

●

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東七丁目５番２５号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－５７４１

●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南七丁目９番２０号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－４２７４

●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南四丁目９番５－１号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－０６３０

●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南六丁目９番２９号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－３１３０

●

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東三丁目１番５号

ＴＥＬ ０７４８－７７－８３４６

ＦＡＸ ０７４８－７７－８３５０

●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南六丁目１０番１０号

ＴＥＬ ０７４８－７７－５５８０

ＦＡＸ ０７４８－７７－５６１７

〈編集後記〉

春ですね♪♪
学生の時は、クラス替えがあったりしてワクワク
してました。社会人になった今でも、「新しい気
持ちで頑張るぞ！！」と気持ちを引き締めていき
たいと思います。（檀上）

〈お願い〉

会員の皆さまへ

新規加入者（正会員・賛助会員）のご紹介お
よび、200５年度の会費の納入をよろしくお願い
いたします。

バンク・ミケルセン賞 ・受賞記念デンマーク研修

１月１６～２４日、デンマーク「街の暮らし」研修ツアーに石部地区に在住・勤務している７名が参加し、ノーマリゼーション思想の発祥地を訪

れ、障碍者と高齢者の地域福祉、環境保全の取り組み等を学びました。大げさではなく、皆一様にカルチャーショックを受けたようです。詳しく

は次回の総会資料編で報告したいと考えてます。


